
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和８年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

〇校内研で取り組む日常的な「単元づく
り」、「７つのポイント」を意識して、授業
の質的改善を図る。

〇「何を学習し、どんな力がついたか振
り返ることができた」と肯定的な回答を
する児童８０％以上。

・次の学習に生かせるように学習内容や
学び方を振り返らせる。
・学習部部員が職員への定期的な啓発
を行う。

・ ・ ・

授業研究部

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

〇「友だちや周りの人に優しくしている」
「周りの人に感謝している」と肯定的な
回答する児童８０%以上

道徳科を中心に心の教育を教育活動全
般で行う
・人権意識の向上を図るため、人権週間
を設けたり人権教室を実施したりする。

・ ・ ・

人権・同和教育担当
道徳主任

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○｢学校は楽しい」と肯定的な回答をす
る児童８０％以上

・いじめ等の早期発見、早期解決を図る
ために毎月、児童に心のアンケートを取
る。
・生活指導協議会を開き、気になる事案
について情報を共有し、組織として対応
する。

・ ・ ・

生活部
支援部

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組もうとする
ための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒９
０％以上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童生徒８０％
以上

・総合的な学習の時間や各教科におい
て、地域の方や保護者等の協力を得
て、様々な講話を聴いたり、体験活動を
行ったりする際、ねらいの明確化、振り
返りの時間をとることを徹底する。

・ ・ ・

特活部
各学年主任

●健康・体つくり

●「望ましい生活習慣の形成」 ●授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で４２０分以上の児童が８
０％以上
●「健康に良い食事をしている」児童生
徒８０％以上

〇「メディアを考える日」の取り組みに参
加した児童を増やす。

・昼休みの体育館開放による、運動遊び
の推奨。
・日々の給食指導に加え、年４回給食週
間を設け、全職員で指導を徹底する。
・月に一度衛生検査を実施し、身辺の衛
生について意識づけさせる。
・１・３・５・年生に養護教諭による歯磨き
指導を行う。
〇月に１回の「メディアを考える日」の啓
発、事後アンケートの報告により、取り
組みの成果を伝えていく。

・ ・ ・

保体部
CS担当

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1
人当たりの年次休暇の取得日数１４日
以上

・定時退勤日の設定
・定期的に在校勤務時間を自己確認す
る時間を設け、ライフワークバランスに
ついて考える。
・長期休業中の年休取得の推進。

・ ・ ・

管理職

●特別支援教育の充実

〇特別支援教育に関する教職員の専門
性と意識の向上

〇特別支援教育に関する研修を年３回
以上行う

・研修会を実施する。
・ケース会議を開く
・全職員による支援の必要な児童の情
報共有と支援学級担任が中心になって
の具体的な支援を提供する。

・ ・ ・

特別支援教育コーディネーター
特別支援教育アドバイザー

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○長松コミュニティの推進

〇児童による地域貢献活動
〇地域の中での体験活動

〇「体験活動に進んで取り組んだ」と肯
定的な回答をする児童８０％以上

・コミュニティー通信を、HPに掲載したり
民生委員会で学校の情報を提供したり
して地域と共に活動する輪を広げる。
・各学年における学習で地域と関連付
けた体験活動を実施する。

・ ・ ・

CS担当

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 唐津市立長松小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望
 

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力向上指定校として、さらに研究を充実・継続させ、職員の授業改善を図りながら児童の学力向上に努めていきたい。
・児童の気持ちによりそい、家庭やスクールカウンセラー、関係機関とも連携しながら、心の教育の充実や教育相談体制の充実に努めていきたい。
・コミュニティ・スクールのことをもっと地域に発信し、地域や保護者の方々の協力を得ながら、児童が充実した学校生活を送ることができるようにしていきたい。

２　学校教育目標 みんな　笑顔　いっぱい　長松小

３　本年度の重点目標
「な」なかよし・・・人を大切にしよう（人権・感謝・健康）　　　「が」がんばる・・・どんどん挑戦しよう（失敗は成功のもと）

「ま」学び合う・・・考えや意見を出し合おう（思考力・表現力）　「つ」積み重ねる・・・夢に向かって努力を続けよう（継続は力）


